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この資料は英語版を翻訳したもので、内容に相違が生じる場合には原文を優先します。こちらの日本語版は参考用としてご利用
ください。設計の際には、最新の英語版で内容をご確認ください。

9. 異なるコンフィギュレーション
手法の組み合わせ

はじめに この章では、同じボード上で複数のコンフィギュレーション手法を使用し
て、アルテラの FPGAをコンフィギュレーションする方法を説明します。
ボード上での JTAGコンフィギュレーションとパッシブ・シリアル（PS）
またはアクティブ・シリアル（AS）のコンフィギュレーションの組み合
わせは、複数の方法を使用して FPGAを構成できるため、プロトタイプ環
境では便利です。例えば、ユーザの製造環境でコンフィギュレーション・
デバイスを使用したPSコンフィギュレーションが要求される場合、FPGA
でデザインの変更をテストする必要がある場合は毎回、コンフィギュレー
ション・デバイスを再プログラミングする必要があります。コンフィギュ
レーション・デバイスと同じ JTAGチェインに FPGAを含めた場合、FPGA
はコンフィギュレーション・デバイスを再プログラムしないで、JTAG経
由で再コンフィギュレーションできます。 

この章では、一般に使用される「ダウンロード・ケーブル」は、アル
テラの USB ブラスタ・ユニバーサル・シリアル・バス（USB）ポー
ト・ダウンロード・ケーブル、MasterBlasterTM シリアル /USB 通信
ケーブル、EthernetBlaster、ByteBlasterTM IIパラレル・ポート・ダウ
ンロード・ケーブル、ByteBlasterMVTMパラレル・ポート・ダウンロー
ド・ケーブルを示します。ここでは、一般的な「FPGA」は、Stratix®

シリーズ、CycloneTMシリーズ、APEXTM II、APEX 20K、MercuryTM、
ACEX® 1K、および FLEX® 10Kデバイスを示します。

この章の図には、コンフィギュレーション・インタフェースの接
続のみを示しています。特定の FPGAまたはコンフィギュレー
ション・デバイスのプルアップ抵抗値または他のピンについて詳
しくは、コンフィギュレーション・ハンドブックの該当する章を
参照してください。

パッシブ・
シリアル& JTAG

図 9-1に、ダウンロード・ケーブルを使用してコンフィギュレーション・
デバイスを JTAGでプログラムし、コンフィギュレーション・デバイス
を使用して FPGAをコンフィギュレーションするときのコンフィギュ
レーション・インタフェースの接続を示します。図 9-1では、複数の
FPGAがデイジーチェーン配線されているため、PSがコンフィギュレー
ション・モードとして選択されるようにMSELピンを設定する必要があ
ります。
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図 9-1. コンフィギュレーション・デバイスを使用した FPGAの PSコンフィギュレーションに
よるコンフィギュレーション・デバイスの JTAGプログラミング

図 9-1の注：
(1) VCCは、コンフィギュレーション・デバイスと同じ電源電圧に接続する必要があります。APEX 20KEデバ
イスの場合、nCONFIGをVCCINTにプルアップする必要があります。

(2) コンフィギュレーション・デバイスの内部プルアップ抵抗を使用する場合、これらのピンで外部プルアップ
抵抗を使用してはなりません。
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図 9-2 に、コンフィギュレーション・デバイスと FPGA が同じ JTAG
チェーン内にある場合のコンフィギュレーション・インタフェースの接
続を示します。TDO信号が、次のデバイスの TDI最小Highレベル入力
電圧（VIH）を満たす十分な高さの電圧をドライブ出力することを確認
してください。TDO出力は、その TDOが存在する I/Oバンクの VCCIO

の電圧をドライブ出力します。例えば、TDOピンが、VCCIOが 3.3 Vに設
定されている I/Oバンクに存在する場合、その TDOピンは 3.3 Vをドラ
イブ出力します。ダウンロード・ケーブルは、コンフィギュレーション・
デバイスと FPGAの JTAGプログラミングに使用されます。ダウンロー
ド・ケーブルは、コンフィギュレーション・デバイスと FPGAの JTAG
プログラミングに使用されます。コンフィギュレーション・デバイスは、
FPGAのコンフィギュレーションに使用されます。MSELピンは、PSが
コンフィギュレーション・モードとして選択されるように設定する必要
があります。 

ボードにコンフィギュレーション・デバイスが搭載されている場
合、電源投入時に、FPGAコンフィギュレーションのス終了後に
JTAGコンフィギュレーションが試行されるようにする必要があ
ります。
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図 9-2. コンフィギュレーション・デバイスを使用した FPGAの PSコンフィギュレーションに
よるコンフィギュレーション・デバイスの JTAGプログラミング

図 9-2の注：
(1) VCCは、コンフィギュレーション・デバイスと同じ電源電圧に接続する必要があります。APEX 20KEデバ
イスの場合、nCONFIGをVCCINTにプルアップする必要があります。

(2) コンフィギュレーション・デバイスの内部プルアップ抵抗を使用する場合、これらのピンで外部プルアップ
抵抗を使用してはなりません。

ダウンロード・ケーブルは異なるモード（JTAGモードや PSモードなど）
で使用でき、各モードでダウンロード・ケーブルのヘッダは FPGAの異
なるピンに接続されます。したがって、2つの異なるモードのダウンロー
ド・ケーブルをサポートするには、別々の 2個の 10ピン・ヘッダが必要
になります。図 9-3に、2本のダウンロード・ケーブルを使用する回路図
を示します。1本のダウンロード・ケーブルは JTAGモードで使用され、
コンフィギュレーション・デバイスを JTAGプログラミングします。も
う 1本のダウンロード・ケーブルは PSモードで使用され、PSコンフィ
ギュレーションを使用して FPGA をコンフィギュレーションします。
MSELピンは、PSがコンフィギュレーション・モードとして選択される
ように設定する必要があります。 
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図 9-3. コンフィギュレーション・デバイスとダウンロード・ケーブルを使用した FPGAのPSコ
ンフィギュレーションによるコンフィギュレーション・デバイスの JTAGプログラミング

図 9-3の注：
(1) VCCは、コンフィギュレーション・デバイスと同じ電源電圧に接続する必要があります。APEX 20KEデバ
イスの場合、nCONFIGをVCCINTにプルアップする必要があります。

(2) コンフィギュレーション・デバイスの内部プルアップ抵抗を使用する場合、これらのピンで外部プルアップ
抵抗を使用してはなりません。

(3) ダウンロード・ケーブルを使用して FPGAをコンフィギュレーションするには、ソケットからコンフィギュ
レーション・デバイスを取り外すか、ダウンロード・ケーブルとコンフィギュレーション・デバイスの間の
5つの共通信号にスイッチを配置する必要があります。

コンフィギュレーション・デバイスが FPGAに接続されている間
に、ダウンロード・ケーブルによる PSコンフィギュレーション
を行ってはなりません。 
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コンフィギュレーション・デバイスを FPGAに接続している間に、ダウ
ンロード・ケーブルを使用して FPGAのコンフィギュレーションを試み
た場合、nSTATUSピンと CONF_DONEピンでドライブされた Low信号
により、コンフィギュレーション・デバイスの OEピンと nCSピンは Low
にプルダウンされます。これによって、コンフィギュレーション・デバ
イスがリセットされ、FPGAのコンフィギュレーションが試みられます。
ダウンロード・ケーブルによる PSコンフィギュレーションを実行する
には、ダウンロード・ケーブルの使用時はソケットからコンフィギュレー
ション・デバイスを取り外すか、ダウンロード・ケーブルとコンフィギュ
レーション・デバイスの間の 5つの共通信号にスイッチを配置します。

図 9-4に、PSモードのダウンロード・ケーブルまたは JTAGモードのダ
ウンロード・ケーブルを使用して FPGAのコンフィギュレーションを可
能にする回路図を示します。さらに、FPGAはコンフィギュレーション・
デバイスを使用してコンフィギュレーションできます。1本のダウンロー
ド・ケーブルは JTAGモードで使用され、コンフィギュレーション・デ
バイスと FPGAを JTAGプログラミングします。図 9-4では、コンフィ
ギュレーション・デバイスと FPGAが同じ JTAGチェーン内にあります。
TDO信号が、次のデバイスの TDI最小Highレベル入力電圧（VIH）を満た
す十分な高さの電圧をドライブ出力することを確認してください。TDO

出力は、TDOが存在する I/OバンクのVCCIOの電圧をドライブ出力しま
す。例えば、TDOピンが、VCCIOが 3.3 Vに設定されている I/Oバンクに
存在する場合、その TDOピンは 3.3 Vをドライブ出力します。もう 1本
のダウンロード・ケーブルは PSモードで使用され、PSコンフィギュレー
ションを使用して FPGAをコンフィギュレーションします。MSELピン
は、PSがコンフィギュレーション・モードとして選択されるように設定
する必要があります。 
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図 9-4. コンフィギュレーション・デバイスおよび FPGAの JTAGプログラミングとコンフィギュ
レーション・デバイスおよびダウンロード・ケーブルを使用した FPGAの PSコンフィ
ギュレーションとの組み合わせ

図 9-4の注：
(1) VCCは、コンフィギュレーション・デバイスと同じ電源電圧に接続する必要があります。APEX 20KEデバ
イスの場合、nCONFIGをVCCINTにプルアップする必要があります。

(2) コンフィギュレーション・デバイスの内部プルアップ抵抗を使用する場合、これらのピンで外部プルアップ
抵抗を使用してはなりません。

(3) ダウンロード・ケーブルを使用して FPGAをコンフィギュレーションするには、ソケットからコンフィギュ
レーション・デバイスを取り外すか、ダウンロード・ケーブルとコンフィギュレーション・デバイスの間の
5つの共通信号にスイッチを配置する必要があります。

図 9-1と 9-4は、ファースト・パッシブ・パラレル（FPP）モードにも適
用されます。ただし、DATA[7..0]はエンハンスド・コンフィギュレー
ション・デバイスからFPPコンフィギュレーションをサポートするFPGA
に接続されます。これに合わせて MSELピンを設定する必要があります。
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アクティブ・
シリアル& JTAG

ASコンフィギュレーション（Stratix IIまたは Cycloneシリーズ・デバ
イスなど）をサポートするデバイスの場合、ASコンフィギュレーショ
ン手法を JTAGベースのコンフィギュレーションと組み合わせることが
できます（図 9-5を参照）。この設定では、ボード上の 2個の 10ピン・ダ
ウンロード・ケーブル・ヘッダが使用されます。1本のダウンロード・
ケーブルは JTAG モードで使用され、JTAG インタフェースから直接
Stratix IIまたはCycloneシリーズ FPGAをコンフィギュレーションしま
す。もう 1本のダウンロード・ケーブルはASモードで使用され、ASプ
ログラミング・インタフェースを介してシリアル・コンフィギュレーショ
ン・デバイスをイン・システムでプログラムします。MSELピンは、AS
コンフィギュレーション・モードを選択するように設定する必要があり
ます。この2つの手法を同時に使用してデバイスのコンフィギュレーショ
ンを試行した場合、JTAGコンフィギュレーションが優先され、ASコン
フィギュレーションは終了します。
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図 9-5. コンフィギュレーション・デバイスおよび FPGAの JTAGプログラミングとコンフィギュ
レーション・デバイスおよびダウンロード・ケーブルを使用した FPGAの PSコンフィ
ギュレーションとの組み合わせ

図 9-5の注：
(1) VCCは 3.3 Vに接続する必要があります。
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